
大学コンソーシアム富山 平成 28 年度「コラボ塾」実施報告 

 

事業名 持続可能な地域づくりに向けた環境ビジネスの視点、とその可能性 

実施機関名 富山県立大学 

趣旨・目的 今年 5 月の主要国首脳会議に先立ち、5 月 15 日から 16 日までの 2 日間、富山

市で G7 富山環境大臣会合が開催されました。 

富山県内では、これまで小水力発電等の再生可能エネルギーの導入や、県内

全域でのレジ袋の無料配布廃止、立山におけるバスの排ガス規制、公共交通を

軸としたコンパクトな街づくりなど持続可能な地域づくりに向け様々な取り組

みを行ってきました。 

また、地域だから実現できるゆとりある働き方や地域資源を生かした新しい

ビジネスなど地域における新しい動きも見られます。 

今年度のコラボ塾では、持続可能な地域づくりに向け、環境ビジネスの視点か

らどのような可能性があるかを考える機会とします。 

開催日時 第１回：平成 28 年 10 月 21 日（金） 16：00～18：15 

第２回：平成 28 年 11 月 15 日（火） 17：00～19：15 

開催場所 

 

第１回：教育文化会館（富山市舟橋北町 7-1） 

第２回：県民会館 401 号室（富山市新総曲輪 4 番 18 号） 

参加人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業内容 

 

 講師に、相模女子大学学芸学部の 九里 徳泰 教授をお迎えし、「持続可能な

地域づくりに向けた環境ビジネスの視点とその可能性」をテーマに、講演会と

グループ討議・ワークショップを行い、各大学の学生をはじめ、産業界・高等

教育機関・地方自治体・金融界から多くの参加がありました。 

 第 1 回目は、「課題探索ワークショップ」として、「持続可能な社会と環境

問題のビジネス化、イノベーション」と題した講演とグループ討議「環境イノ

ベーションへのブレーンストーミング(アイディア醸成)」を、第 2 回目は、「環

境イノベーションのフロンティア」をテーマに、講演会とワークショップが行

われました。 

 講演は、環境問題のビジネス化、環境イノベーションについて示唆に富んだ

内容であり、グループ討議・ワークショップでは、世代・業種を越えた活発な

意見交換がなされました。 

 第 2 回目については、第 1 回目に課題として出されていた「エネルギー・環

境をキーワードとする新しい事業アイディア」について講評があり、環境ビジ

ネスのヒントや今後の可能性について提示されました。またワークショップで

は、技術インパクトと市場インパクトの観点から、環境関連のベンチャー企業

の分析を行いました。 

 環境イノベーションについて理解や認識を深めることのできた「コラボ塾」

でした。 
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第１回 講演 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回 グループワーク 
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